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暮らすなら名古屋

　2009 年完成上映の「歪（ひずみ）屋」を皮
切りに、空襲、名古屋城、城下町、堀川など名
古屋をテーマにした映画を撮り続けてきました。
　映像制作の初体験は、桜台高校の生徒のとき
です。同級生だった山村浩二（＝多くの国際賞
を受賞しているアニメ映画作家）といっしょに、文
化祭で上映する８ミリ作品を作りました。それから
専門学校に入って映像の勉強をしながら自主映画
を制作していたとき、歌舞伎役者の方に芸能界入
りを勧められ、東京へ出て役者になりました。
　テレビや舞台の仕事をしながらニューヨークなど
海外にも活動の場を広げていたのですが、結婚
を機に名古屋へ腰を落ち着けることにしました。
私には「暮らすなら名古屋」でした。子供のこ
ろから円頓寺・四間道界隈の空気を吸って育ち、
名古屋の学校で学びました。家庭を持ち子供を
育てることを考えると東京やニューヨークではなく、
やはり名古屋だったのです。

新作のテーマは、人間の命の使い方

　今は、ゼロ戦搭乗員だった 98 歳の方のドキュ
メンタリーを制作中です。長野で幼児教育に取り
組むこの方は、戦争体験についてずっと沈黙を
守ってこられました。しかし湾岸戦争をテレビで見
た子供たちが「ゲームみたい」と話しているのを
目の当たりにして、ご自身の体験を踏まえ平和を
訴える講演活動を始められたのです。私はこの
映画を通して、人間の命の使い方について考え
ていただけたらと思っています。
　名古屋に生まれ、名古屋をテーマに映画を撮っ
てきて実感しているのは、名古屋は世界のお手
本になる街だということです。物質的に豊かで自
然環境にも恵まれている。日本を引っ張るモノづく
りの技術があり、歴史的人物も輩出している。私
はこれからも名古屋を拠点に活動し、貴重な文
化や歴史を映像として記録し発信していきたい。
　それと並行して、若い人たちがもっと映画を制
作できるような環境も整えていきたい。いま計画し
ているのは「時空間アクセスターミナル」と名付
けた、中高生から参加できる上映会やコミュニケー
ションの場作りです。伝えたいことを映像で伝えら
れる場所を設け、映画に関わる人たちのネットワー
クを育てることで、名古屋に映画作りを根付かせ
たいのです。

映画づくりはまちづくり

　生まれ故郷の西区で暮らすようになって、地元
を舞台にした映画作りに取り組みました。円頓寺・
四間道界隈は、江戸時代のたたずまいと新しい
ビルが同居する不思議な空間です。ここを舞台
に、地元の人が参加する映画を撮りたいと考えま
した。それが江戸時代と現代をタイムスリップする
冒険活劇で「歪（ひずみ）屋」という作品です。
　この映画を作っているときに、「映画づくりはまち
づくりだなぁ」と言ってくれた人がいました。それ
からですね、まちづくりを強く意識しながら映画を
作るようになったのは。続いて開府 400 年を記念
する山車祭りを1 年かけて取材し、「開府四００
年　名古屋の山車祭り」を2010 年に完成させま
した。そのときは皆さんから「名古屋の宝物がで
きた」と言っていただいた。うれしかったですね。
もともと開府 400 年を記念する映画を撮ろうと考え
たのは、そういう願いがあったからです。
　というのは地元のお年寄りの方々が、開府 300
年記念の絵葉書を今も宝物にされているのです。
100 年以上前の記憶を共有し、それを話題にさ

　「違いを価値に変える」を理念に、平成23年に内閣府地域社会雇
用創造事業 iSB 公共未来塾社会的事業コンペティションの採択を受け
て活動を開始しました。設立以来、暗闇の中で味覚と嗅覚のみで食事
を味わい、食べ物本来の味を再発見する「暗闇晩餐会」の実施や、
東山植物園にて実施された暗闇ツアーのアテンド養成に協力してきました。
　今回、まちづくり活動助成を受けて、名古屋の魅力再発見、魅力アッ
プを実現するため、「音」で久屋大通公園をマッピングする「音マップ」
づくりのワークショップを実施します。
　「音」のスペシャリストともいえる視覚障がい者と参加者がペアになり、

「音」の散策をしながら、既存の公園の魅力を味わい、愛着を持っ
てもらうことで、名古屋市内外に魅力発信していく仕組みを創りだします。

　地域のお地蔵さんの道標が半分土に埋まっているのを、有志で保全、
拓本取り、調査したことをきっかけに平成２５年６月に発足した会です。
　会員は、地域住民、代々お地蔵さんの管理をしてきた人、郷土史家、
介護福祉の方など多岐にわたり、車椅子での参加も可能な、安全対
策に富んだ歴史散策ウォーキングチームです。
　大正から昭和にかけての区画整理事業などにより、昔からの道や
お地蔵様が姿を消していくのを憂慮し、消えようとしている歴史や文化
を知ってもらうことからはじめようと、昨年度はまちづくり活動助成を受け
て地蔵盆祭りを復活させ、名古屋弁による紙芝居を上演し大変好評
でした。
　今年は、古道“みや道”の解説石碑の設置と、地蔵盆祭りの継
続開催を予定しています。

　四間道・那古野界隈は、名古屋駅近くにありながら、堀川、美濃路、
四間道など江戸時代から続く町並みを有する名古屋市指定の「四間
道町並み保存地区」と、近代に形成された円頓寺商店街、新道の
菓子問屋街が今なお残り、歴史を刻んできたエリアです。また、閑静
な瓦屋根の町家、長屋、閑所、屋根神様もある魅力のある地域です。
　「四間道・那古野界隈まちづくり協議会」は、400年前からの歴史
が感じられる「名古屋のルーツ」（歴史文化）を継承するため、ホー
ムページによる情報発信や町並み調査、防災アンケートの実施、「参
勤交代ウォーキング」イベントへの協力などに取り組み、まちづくりを進
めています。
　今年度はまちづくり活動助成を活用し“建物・街並みルール冊子”
の作成と、周辺の歴史を紹介するパネルの作成を予定しています。

　中川生涯学習センターの第１回あおなみ線マイスター養成講座を受
講した有志が平成２４年８月に設立。あおなみ線沿線地域の歴史・
文化・自然などを学習し、その成果を情報誌等で地域に発信し、コミュ
ニティーの活性化を目指す活動を行っています。
　今回、まちづくり活動助成を受けて、親子であおなみ線の駅周辺
にあるモノづくり等の産業施設や観光資源を見つめ直すイベントとして、
親子で施設等の見学を行う親子体験ツアーを行います。
　また、各駅を中心とする近隣の史跡や地元で話題の世間遺産やグ
ルメスポットの紹介、郷土史研究家等から話を聞くことができる「体験
型まち歩きコース」を作成します。地域住民に魅力を再認識してもらう
機会と住民間のふれあいの場の提供を行っていきたいと思います。
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名古屋活動写真　代表

もり ぜろ／ 1965 年、名古屋市に生まれる。
東京、ニューヨークなどで役者として活動し
たあと、故郷の西区円頓寺界隈を拠点に
映画制作を開始。映画制作集団「円頓寺
活動写真」「名古屋活動写真」を立ち上げ
る。映画監督。映像専門学校講師。ギャ
ラリーショップ経営。

森 零 さん

映画「堀川物語～川と人と街」の撮影風景

暗闇晩餐会の様子過去の活動の様子 歴史散策ウォーキングの様子

まち並み調査の様子あおなみ線マイスター講座の様子

古の歴史を残す街道「みや道」の一角

協議会のメンバーセンターまつり　ブース出展の様子

まちづくり活動助成団体紹介
平成26年度

地域“魅力”アップ部門 地域“魅力”アップ部門

“はじめの一歩”部門“はじめの一歩”部門

一般社団法人日本ダイバーシティー推進協会 昭和区の歴史文化を守る会

四間道・那古野界隈まちづくり協議会あおなみ線マイスターあおなみ線ひろめ隊

まちづくり基金によるまちづくり活動助成を受けた団体を紹
介します。平成 26 年度の「地域“魅力”アップ部門」か
ら２団体、「“はじめの一歩”部門」から２団体、について
ご紹介します。

れている。開府 400 年の時空間を映像として残
せば、開府 500 年のころ見る人にも、時を超え
て楽しんでいただけるのではないか。そう考えるよ
うになりました。

お問合せ先 久保 博揮 e-mail info@j-dna.org

お問合せ先 近藤 清貴 e-mail kiyotaka_k51@hotmail.com お問合せ先 臼井 鐐造 e-mail r.usui@u.email.ne.jp

お問合せ先 高橋 正彦 e-mail mmmasa518@yahoo.co.jp




